
ＬＮＧ火力発電所の建設促進にかかる決議 

 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電

所の事故を起因として、原子力発電所に対する国民の目線は厳しくなっており、既存

発電所における定期点検後の再稼働も見通しが立たない状態になっている。その影響

で、関西電力管内においても電力の安定供給に対する不安が拡がり、昨夏に続き今冬

も事業所や各家庭に対し節電の要請があったところである。 

 特に、本年２月２０日まで稼働していた高浜発電所３号機が定期点検に入ったこと

で、関西電力管内すべての原子力発電所が停止することになり、今後の深刻な電力不

足が懸念されている。 

 一方、平成９年に開催された第１３５回電源開発調整審議会では、出力３７０万キ

ロワットの和歌山発電所が電源開発基本計画に組み入れることが承認されている。そ

の後、関西電力は和歌山県との間で平成１２年３月に「和歌山発電所に係る建設協定

書」及び「和歌山発電所環境保全協定書」を締結し、平成１３年には地盤改良工事に

着手した。しかし、電気事業法に基づく供給計画によると、運転開始時期が毎年繰り

延べられている状態が続いている。 

 県民生活に対する安心や企業の円滑な経済活動のためには、電力の安定供給が極め

て重要であることは論を俟たないところである。併せて和歌山火力発電所の建設は本

県経済の活性化や雇用の改善に大きく寄与すると思われる。 

 よって、本議会は県民生活の安全と環境保全を最優先に、改めて西防波堤沖埋め立

て地へのＬＮＧ火力発電所の建設を速やかに促進するよう決議する。 

 

  平成２４年３月１６日  

 

                         

 和歌山県議会     

    
     

 

 


